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水道事業は、市民生活等のライフラインである。

水需要の低迷に伴う給水収益の減少 水道施設の更新や耐震化が必要

水道事業を取り巻く経営環境は、益々厳しくなることが予想される。

安全で安心な水道水を安定的
に供給するためには、中長期
的な経営の基本計画の策定が
必要

登別市水道事業の課題

登別市水道事業経営
戦略の策定
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計画期間：２０１８年度から２０２９年度までの１２年間

４年毎に検証
 

実現方策 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 

登別市 
総合計画 

              

登別市 
水道事業 
ビジョン 

              

登別市 
水道施設 
整備計画 

              

登別市 
水道事業 
経営戦略 

              

計画期間：10 年間 

計画期間：10 年間 

全体計画期間：平成 28年度～平成 67 年度：40 年間 

第 1 期計画期間：平成 28～37年度：10年間 第 2 期計画期間：10 年間 

策定期間 計画期間：12 年間（4 年毎に経営戦略の検証） 

経営戦略の概要



投資・財政計画：給水人口や水需要予測を踏
まえて策定

投資計画 財政計画

施設・設備投資の見通し 均衡を目指す 財源の見通し

投資計画と財政計画が均衡しない場合、
解決に向けて取り組む
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財政計画は、将来の給水人口及び水需要の予
測を基に、給水収益（水道料金収入）を推計

収益的収支

水道水を家庭にお届け
するためにかかる費用
などの収支

浄水場や配水管の整備
などを行うための収支

資本的収支

投資・財政計画の構成

投資・財政計画の概要
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【理由】

・水道料金収入の減少に伴い、営業収益は減少

（千円）

（年度）
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【理由】

・施設整備に伴う減価償却費や支払利息の増加などによ
り、２０１８年度及び２０２１年度からは毎年純損失が生じる
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【理由】

・補てん財源残高は、２０２０年度には底をつき、計画期間最
終年度においての累積財源不足は、１３億円を超える。

2.65
1.63

-0.24
-2.06

-3.81
-5.64

-6.96
-8.34

-9.69
-10.99 -11.76

-13.42
-16
-14
-12
-10

-8
-6
-4
-2
0
2
4

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029

（億円）

（年度）



8

・民間活力の検討

・広域化への取組の推進

・投資効果の検証

・水道料金の改定（審議内容）

・料金未納者対策

毎年度決算終了後
に検証

広報のぼりべつ等に
より公表


